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　歯科医院を開業していますので、四季折々に花の
テーマを考えて、従業員とともに何の花で患者さんを
迎えようかと常に相談しています。
　今は秋なので、赤とピンクのペチュニアで華やかさ
を演出し、観葉植物でボリュームを出しています。サ
イドのゴールドクレストをライトアップしています
が、12月にはさらにバージョンアップしようと思いま
すので、前を通りがかった折には、ぜひごらんくださ
い。
　よく患者さんに、歯の治療は緊張するので花で迎え
てもらってホッとしますと言っていただきます。その
言葉にホッとしていやされているのは、実は私たちだ
と感謝しています。草花をプランターで育てるのは、
難しいものです。よいアドバイスがありましたらお願
いいたします。

緒方　悦子さん（松並一丁目）

KOGA
万華鏡

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

花で患者さんを迎えたい

マイ・ガーデニング
シャッターチャンス！

ヒーロー物にはまってまーす

ヘンシーン！得意ポーズの蒼士くん（3歳6カ月）

あお  と

北島　幸子さん（三杉町・36歳）
ゆき こ

か
ね
じ
ゃ
く

曲
尺
と
聖
徳
太
子
　
〜
も
の
作
り
の
シ
ン
ボ
ル
〜

か
ね   

じ
ゃ
く

太子講の聖徳太子の掛軸

　息子の蒼士は、5月で3歳になりました。今ま

でヒーロー物にあまり興味のなかった子が、今

ではヒーロー大好きに変身。そのきっかけに

なったのが、今年の誕生日のこと。主人の両親

が連れて行ってくれた旅行先で見た「デカレン

ジャー・ショー」でした。それ以来、毎週TV番

組のデカレンジャーと仮面ライダーは欠かさず

見ています。

　ただ、最近その影響もあってか、お友達に対

して乱暴な行動

を取るように

なってきたの

が、とても気が

かりです。　

　来年の1月に

は、息子もお兄

ちゃんになる予

定です。これか

ら時間をかけ

て、よい･悪い

を教えつつも、

お友達や生まれ

てくる子に対し

て、思いやりの

持てる子に育っ

て欲しいと願っ

ています。

　
こ
の
ほ
ど
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
の
な
か
に
、

黄
銅
製
の
曲
尺
が
あ
り
ま
す
。
曲
尺
は

「
さ
し
が
ね
」
と
も
い
い
ま
す
が
、
影
で

操
つ
る
意
味
で
使
う
「
さ
し
が
ね
」
は
、

操
り
人
形
の
手
足
を
動
か
す
た
め
の
棒

で
、
ち
ょ
い
と
意
味
が
違
う
も
の
。
こ
こ

で
い
う
曲
尺
は
直
角
に
折
れ
曲
が
っ
た
形

の
金
属
製
の
物
差
し
で
、
墨
壺
な
ど
と
並

び
大
工
道
具
の
中
で
も
、
大
工
職
人
た
ち

が
特
に
大
切
に
し
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
曲
尺
、
実
は
又
四
郎
尺
・
享
保

尺
・
念
仏
尺
な
ど
と
い
う
い
く
つ
も
の
尺

度
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
長
さ
が
違

い
、
長
ら
く
規
格
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
曲
尺
と
い
え
ば
、

一
般
に
又
四
郎
尺
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
の
基
準
と
な
る
原
器
は
、
大
阪
四

天
王
寺
に
江
戸
時
代
ま
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
工
職
人
に
は
太
子
講
と

い
う
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
古
河
で
も
10

月
第
三
日
曜
日
に
は
、
大
工
職
人
た
ち
に

よ
っ
て
太
子
講
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
は
、
聖
徳
太
子
の
掛
け
軸
を

ま
つ
り
、
親
睦
を
深
め
て
共
同
飲
食
を
し

ま
す
。
「
日
本
最
古
の
木
造
建
築
と
さ
れ

る
法
隆
寺
建
立
時
に
太
子
が
職
人
を
か
わ

い
が
っ
た
か
ら
」
「
太
子
が
中
国
か
ら
技

術
を
伝
来
さ
せ
た
か
ら
」
、
そ
れ
が
聖
徳

太
子
を
講
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
所
以
だ
と

い
う
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
先
の
又
四

郎
尺
の
四
天
王
寺
も
聖
徳
太
子
が
建
立
し

た
と
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
寺

院
は
、
聖
徳
太
子
と
い
う
後
ろ
楯
の
も
と

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
が
活
躍
す
る
場

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
太
子
講
は
、
大
工

の
み
な
ら
ず
鳶
・
左
官
・
畳
・
竹
細
工

等
、
手
業
に
よ
っ
て
「
家
作
り
」
「
も
の

作
り
」
に
か
か
わ
る
職
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
で
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
よ
く
見

る
と
こ
の
写
真
の
「
聖
徳
太
子
」
の
文

字
、
曲
尺
を
は
じ
め
職
人
た
ち
の
道
具
を

並
べ
て
描
い
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
作
り
の
神
様
（
？
）

聖
徳
太
子
。
こ
れ
を
信
仰
し
て
い
な
い

方
々
で
も
、
何
と
な
く
あ
り
が
た
い
と
感

じ
て
し
ま
う
の
は
、
ひ
と
え
に
か
つ
て
の

あ
の
お
札
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
も
の
作
り
の
シ

ン
ボ
ル
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

古
河
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博
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館
学
芸
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立
石
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之

・
・

だ
て

と
び

て  

わ
ざ
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